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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　収納されたエアバッグを覆う対向部、及び、この対向部に設けられ、前記エアバッグの
膨張展開時に開裂するテアラインを備えたカバー本体と、
　このカバー本体の対向部を覆う表皮体とを具備し、
　前記表皮体は、
　背面側に設けられ前記テアラインの少なくとも一部と重なる弱部と、
　少なくとも一部が前記テアラインと重なる位置に沿って設けられ前記弱部と連結される
縫製部とを備え、
　前記弱部は、互いに離間された複数の位置に沿って前記表皮体の背面側にそれぞれ設け
られ、
　前記縫製部の少なくとも一部は、前記弱部同士を前記テアラインと重なる位置に沿って
連結している
　ことを特徴とするエアバッグ装置のカバー体。
【請求項２】
　テアラインは、
　対向部の両側部に沿ってそれぞれ配置される側部テアライン部と、
　これら側部テアライン部を連結する横連結テアライン部と、
　前記各側部テアライン部の端部に対して離間された位置にそれぞれ配置される延出テア
ライン部と、
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　前記各側部テアライン部と前記各延出テアライン部とをそれぞれ連結する縦連結テアラ
イン部とを備え、
　弱部は、
　前記側部テアライン部と重なる位置に配置される側部弱部と、
　前記横連結テアライン部と重なる位置に配置される横連結弱部と、
　前記延出テアライン部と重なる位置に配置される延出弱部とを備え、
　縫製部の少なくとも一部は、前記側部テアライン部と重なる位置と前記延出テアライン
部と重なる位置との間を通って前記側部弱部と前記延出弱部とを連結し、かつ、前記縦連
結テアライン部に対してエアバッグの突出方向から見て所定距離以下の位置に沿っている
　ことを特徴とする請求項１記載のエアバッグ装置のカバー体。
【請求項３】
　縫製部は、少なくとも一部がエアバッグの突出方向から見て、テアラインと重なる位置
に対して５ｍｍ以下の距離に配置されている
　ことを特徴とする請求項１または２記載のエアバッグ装置のカバー体。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、エアバッグの膨張展開時に開裂するテアラインを有するカバー本体と、この
カバー本体の一部を覆う表皮体とを備えるエアバッグ装置のカバー体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、例えば自動車のインストルメントパネル部やステアリングホイールなどの被設置
部に配置されるエアバッグ装置が知られている。このエアバッグ装置は、箱状をなすケー
ス体を備え、このケース体の内側に、折り畳まれたエアバッグと、このエアバッグを膨張
させるガスを噴射するインフレータとを収納しているとともに、ケース体の上側の開口部
がカバー体により覆われている。そして、このカバー体には、エアバッグに対向する対向
部である蓋部に破断可能な引き裂き目であるテアライン（破断予定線）が形成され、この
テアラインに囲まれた部分が扉予定部として区画形成されている。そして、自動車の衝突
時などには、インフレータから膨張ガスが吹き込まれたエアバッグが、このエアバッグの
膨出側を覆う扉予定部を押し上げ、その膨張の圧力によりテアラインを破断して蓋部から
ドアフラップすなわち扉部が開くように構成されている。
【０００３】
　このようなエアバッグ装置において、近年、美観の向上などを目的として皮革などの表
皮体により蓋部の表面を覆った構成が知られている。このような表皮体を備える構成の場
合、表皮体の裏面などに薄肉状の凹部を設け、この凹部をテアラインと重なる位置に一致
させて配置することで、表皮体が障害となることなくカバー体を開裂させることができる
（例えば、特許文献１参照。）。
【０００４】
　また、テアラインとしては、カバー体の展開特性に応じて、例えばカバー体の外縁部近
傍で略直角に接続される交差部を備える場合がある。このような構成のときに、交差部を
越えてテアラインが横走りしないように、表皮体にこの交差部の縁部を強化する飾り縫製
（ステッチ）を設けた構成が知られている。この構成では、テアラインを越える破断を飾
り縫製によって防止し、正規のテアラインに沿って破断を円滑に進行させることができる
（例えば、特許文献２参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平９－１８３３７３号公報　（第３頁、図１－５）
【特許文献２】特開２００９－１２００３８号公報　（第３頁、図５－７）
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上記のような、表皮体に凹部を設ける構成と、意匠性を高めるための飾り縫製とを組み
合わせて種々のカバー体を構成する際、飾り縫製と凹部とが近接して並んでいると、飾り
縫製の縫製作業時に、飾り縫製の押圧力によって、表皮体に形成されるミシン目と凹部と
で切れが生じ易く、また、エアバッグの展開時に、表皮体に設けた凹部で破断する箇所と
、飾り縫製のミシン目で破断する箇所とが生じ、設計狙い通りの破断形状が得られないこ
とが想定される。
【０００７】
　そのため、歩留まり、すなわち生産性の向上が求められるとともに、エアバッグの膨張
展開時に所定形状に破断可能とすることが求められる。
【０００８】
　本発明は、このような点に鑑みなされたもので、意匠性及び生産性を向上しつつ、エア
バッグの膨張展開時に所定形状に破断可能なエアバッグ装置のカバー体を提供することを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　請求項１記載のエアバッグ装置のカバー体は、収納されたエアバッグを覆う対向部、及
び、この対向部に設けられ、前記エアバッグの膨張展開時に開裂するテアラインを備えた
カバー本体と、このカバー本体の対向部を覆う表皮体とを具備し、前記表皮体は、背面側
に設けられ前記テアラインの少なくとも一部と重なる弱部と、少なくとも一部が前記テア
ラインと重なる位置に沿って設けられ前記弱部と連結される縫製部とを備え、前記弱部は
、互いに離間された複数の位置に沿って前記表皮体の背面側にそれぞれ設けられ、前記縫
製部の少なくとも一部は、前記弱部同士を前記テアラインと重なる位置に沿って連結して
いるものである。
【００１０】
　請求項２記載のエアバッグ装置のカバー体は、請求項１記載のエアバッグ装置のカバー
体において、テアラインは、対向部の両側部に沿ってそれぞれ配置される側部テアライン
部と、これら側部テアライン部を連結する横連結テアライン部と、前記各側部テアライン
部の端部に対して離間された位置にそれぞれ配置される延出テアライン部と、前記各側部
テアライン部と前記各延出テアライン部とをそれぞれ連結する縦連結テアライン部とを備
え、弱部は、前記側部テアライン部と重なる位置に配置される側部弱部と、前記横連結テ
アライン部と重なる位置に配置される横連結弱部と、前記延出テアライン部と重なる位置
に配置される延出弱部とを備え、縫製部の少なくとも一部は、前記側部テアライン部と重
なる位置と前記延出テアライン部と重なる位置との間を通って前記側部弱部と前記延出弱
部とを連結し、かつ、前記縦連結テアライン部に対してエアバッグの突出方向から見て所
定距離以下の位置に沿っているものである。
【００１１】
　請求項３記載のエアバッグ装置のカバー体は、請求項１または２記載のエアバッグ装置
のカバー体において、縫製部は、少なくとも一部がエアバッグの突出方向から見て、テア
ラインと重なる位置に対して５ｍｍ以下の距離に配置されているものである。
【発明の効果】
【００１２】
　請求項１記載のエアバッグ装置のカバー体によれば、カバー本体の対向部を覆う表皮体
の背面側にカバー本体のテアラインの少なくとも一部と重なる弱部を設けるとともに、縫
製部の少なくとも一部をテアラインと重なる位置に沿って設けて弱部と連結することで、
縫製部により意匠性を向上しつつ、この縫製部の形成時に表皮体が弱部から切れることを
防止して生産性を向上できる。また、弱部を互いに離間された複数の位置に沿って表皮体
の背面側に設けるとともに、縫製部の少なくとも一部がこれら弱部同士をテアラインと重
なる位置に沿って連結することで、エアバッグの膨張展開時に、表皮体が一方の弱部から
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縫製部の少なくとも一部を介して他方の弱部へと破断することにより、カバー本体及び表
皮体をテアライン及び弱部に沿って所定形状に破断させることができるとともに、縫製部
が弱部の停止端として作用することでカバー本体及び表皮体の必要以上の破断を抑制でき
る。
【００１３】
　請求項２記載のエアバッグ装置のカバー体によれば、請求項１記載のエアバッグ装置の
カバー体の効果に加えて、表皮体の弱部に、カバー本体の各側部テアライン部と重なる側
部弱部と、カバー本体の横連結テアライン部と重なる横連結弱部と、カバー本体の各延出
テアライン部と重なる延出弱部とを形成し、側部弱部と延出弱部とを連結する縫製部の少
なくとも一部を、各側部テアライン部と重なる位置と各延出テアライン部と重なる位置と
の間を通り、縦連結テアライン部に対してエアバッグの突出方向から見て所定距離以下の
位置に沿わせることで、エアバッグの膨張展開時に、カバー本体が横連結テアライン部か
ら側部テアライン部、縦連結テアライン部及び延出テアライン部へと破断するのに伴い、
表皮体が横連結弱部から側部弱部、縫製部の少なくとも一部及び延出弱部へと破断するこ
とにより、所定形状に確実に破断可能となる。
【００１４】
　請求項３記載のエアバッグ装置のカバー体によれば、請求項１または２記載のエアバッ
グ装置のカバー体の効果に加えて、縫製部の少なくとも一部を、エアバッグの突出方向か
ら見て、テアラインと重なる位置に対して５ｍｍ以下の距離に配置することで、カバー本
体のテアラインでの破断に対応して表皮体を一方の弱部から縫製部の少なくとも一部を介
して他方の弱部へとより確実に破断させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の一実施の形態のエアバッグ装置のカバー体を示す斜視図である。
【図２】同上カバー体のカバー本体の正面図である。
【図３】（ａ）は同上カバー体の表皮体の正面図、（ｂ）は同上表皮体の背面図である。
【図４】同上カバー体の一部を拡大して示す正面図である。
【図５】同上エアバッグ装置のカバー体を備えたハンドルを示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明の一実施の形態の構成を図１ないし図５を参照して説明する。
【００１７】
　図５において、10は車両である自動車のハンドルとしてのステアリングホイールで、こ
のステアリングホイール10は、ステアリングホイール本体11と、このステアリングホイー
ル本体11の乗員側に装着されるエアバッグ装置12とを備えている。なお、ステアリングホ
イール10は、通常傾斜した状態で車両に備えられるステアリングシャフトに装着されるも
のであるが、以下、車両の直進状態を基準とし、ステアリングシャフト側を背面側、乗員
側を正面側とし、フロントガラスに向かう方向（矢印Ａ方向）を上側として説明する。
【００１８】
　そして、ステアリングホイール本体11は、円環状をなす把持部であるグリップ部である
リム部14と、このリム部14の内側に位置するボス部15と、これらリム部14とボス部15とを
連結する複数の、本実施の形態では３本のスポーク部16とから構成されている。そして、
本実施の形態では、スポーク部16は、直進状態で、ボス部15の上部両側と下部とに配置さ
れている。
【００１９】
　また、図示しないが、ボス部15の背面部には、ステアリングシャフトに嵌着される略円
筒状のボスが設けられているとともに、このボスに芯体を構成するボスプレートがマグネ
シウム合金などをダイカストで鋳ぐるむなどして一体的に固着されている。そして、この
ボスプレートから、スポーク部16の芯金が一体に延設され、あるいは溶接などして固着さ
れている。さらに、このスポーク部16の芯金に、リム部14の芯金が溶接などして固着され
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ている。また、これらリム部14の芯金の外周部と、スポーク部16の芯金のリム部14側の部
分の外周部とには、被覆部が形成され、さらに、この被覆部の外周の全部あるいは一部が
、天然あるいは人工の皮革などの表皮により覆われている。
【００２０】
　一方、エアバッグ装置12は、エアバッグモジュールとも呼ばれ、ステアリングホイール
本体11のボス部15の正面側を覆うように配置されるもので、金属板などからなる被取付部
材としてのベースプレート、袋状のエアバッグ、ガスを噴射するインフレータなどを備え
るとともに、図１に示すカバー体20を備えている。そして、ベースプレートは、ホーンプ
レートあるいはブラケット部などを介してステアリングホイール本体11に取り付けられ、
このベースプレートに、エアバッグ、インフレータ、及びカバー体20が取り付けられ、小
さく折り畳まれたエアバッグがカバー体20により覆われている。
【００２１】
　そして、カバー体20は、ケース体、パッド、あるいはモジュールカバーなどとも呼ばれ
るもので、例えばＴＰＯなどの合成樹脂により一体に形成されたカバー本体21（図２）と
、このカバー本体21を一体に覆う表皮体22（図３（ａ）及び図３（ｂ））とを備えている
。
【００２２】
　図１に示すカバー本体21は、ボス部15（図５）及びスポーク部16（図５）の一部を覆う
対向部としての表板部25と、この表板部25の背面（裏面）から正面視略角筒状などの筒状
に突設された周壁である周板部26とを備えている。そして、カバー体20の表板部25と周板
部26とに囲まれた部分が、折り畳んだエアバッグを収納するエアバッグ収納部となり、こ
のエアバッグ収納部の正面側に臨む部分に装飾部材としてのエンブレム27が備えられてい
る。このエンブレム27は、必須の構成ではない。また、表板部25には、エアバッグ収納部
から上方に亘りテアライン28が形成されている。
【００２３】
　表板部25は、意匠上種々の構成を採り得るものであるが、本実施の形態では、表板部25
は、ほぼボス部15（図５）の形状に沿って、正面視で周板部26よりも若干大きく形成され
た対向部本体としての正面板部31と、この正面板部31の上端部に連続しこの正面板部31の
上端部から背面側（反乗員側）に向かって延びる延出部としての延出板部32とを一体に備
えている。また、正面板部31には、エンブレム27を取り付けるための穴部35（図２）が設
けられている。
【００２４】
　図２に示すテアライン28は、テア、テア溝、破断予定部、開裂予定溝、扉予定線部ある
いは破断部などとも呼び得る薄肉部で、表板部25の正面板部31及び延出板部32の背面（裏
面）側を溝状に凹設し、表板部25の他の部分より脆弱で、破断可能及び変形容易な弱部と
して形成されている。そして、表板部25において、このテアライン28により外縁部が区画
された部分が例えば複数の、本実施の形態では３つの扉予定部37となっているとともに、
このテアライン28の外方、すなわち扉予定部37の周辺が非展開部である外郭部38となって
いる。また、このテアライン28は、設定したい扉予定部37の形状及び枚数に応じて任意に
設定できるが、例えば本実施の形態では、正面板部31の外縁部に沿って両側部に形成され
た（一方の）縁部テアライン部である両側の側部テアライン部41，41と、正面板部31の中
央部でエンブレム27（図１）の下部に沿って側部テアライン部41，41間を連結する（第１
の）連結テアライン部である横連結テアライン部42と、この横連結テアライン部42の左右
方向の略中央部であるエンブレム27（図１）の下方の位置から下方へと直線状に延出する
（第２の）連結テアライン部である下部連結テアライン部43と、この下部連結テアライン
部43の下端部から正面板部31の下縁部に沿って左右方向に延びる（他方の）縁部テアライ
ン部である下部テアライン部44と、側部テアライン部41，41に対して上方に離間された位
置にて延出板部32の両側部近傍の背面側に上下方向（前後方向）に沿って延出する延出テ
アライン部45，45と、これら側部テアライン部41，41と延出テアライン部45，45とを正面
板部31の上縁部に沿って連結する（第３の）連結テアライン部である縦連結テアライン部
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46とを備えている。したがって、側部テアライン部41，41、下部テアライン部44及び縦連
結テアライン部46に対して、横連結テアライン部42及び下部連結テアライン部43が表板部
25（正面板部31）の中央部側に位置し、収納状態のエアバッグと対向して配置されている
とともに、延出テアライン部45，45が正面板部31から延出板部32に亘って連続している。
【００２５】
　側部テアライン部41は、主テアライン部とも呼び得るもので、表板部25の正面板部31の
位置で両側外方に膨出する略円弧状に形成されている。すなわち、この側部テアライン部
41は、表板部25（正面板部31）の外縁部である両側縁部に沿って形成されている。また、
この側部テアライン部41の下端部は、例えば開裂の進行を抑制するために折り返すように
湾曲されている。
【００２６】
　横連結テアライン部42は、扉予定部37を上下に区画する区画テアライン部とも呼び得る
もので、側部テアライン部41，41から両側方向の中央部に向かって直線状に延びる直線部
42a，42aと、これら直線部42a，42a間を連結しエンブレム27（図１）を下方に湾曲して迂
回する迂回部42bとを有している。直線部42a，42aは、それぞれ側部テアライン部41，41
の上下方向の中央部と連結されており、これら側部テアライン部41，41に対して交差する
左右方向に延びている。したがって、テアライン28は、側部テアライン部41，41と横連結
テアライン部42との交差部で屈曲（略直交）している。
【００２７】
　下部連結テアライン部43は、扉予定部37を左右に分割する分割テアライン部とも呼び得
るもので、横連結テアライン部42の迂回部42bから下方に向けて直線状に延出している。
また、この下部連結テアライン部43は、例えば側部テアライン部41の下端部よりも下方ま
で延出して表板部25の正面板部31の下端部近傍まで延び、下部テアライン部44と連結され
ている。したがって、この下部連結テアライン部43は、横連結テアライン部42と下部テア
ライン部44とを連結している。このため、この下部連結テアライン部43は、横連結テアラ
イン部42とともに、側部テアライン部41と下部テアライン部44とを連結している。換言す
れば、テアライン28は、下部連結テアライン部43と下部テアライン部44との交差部で屈曲
（略直交）している。
【００２８】
　下部テアライン部44は、扉予定部37の下部を区画するもので、表板部25の正面板部31の
位置で下方に膨出する略円弧状に形成されている。すなわち、この下部テアライン部44は
、表板部25（正面板部31）の外縁部である下縁部に沿って形成されている。なお、下部テ
アライン部44の両端部は、例えば開裂の進行を抑制するために折り返すように湾曲されて
いてもよい。
【００２９】
　延出テアライン部45は、正面板部31の上縁部から延出板部32に亘って上下方向に延び、
端末部がこの延出板部32の前後方向の略中央近傍に位置している。
【００３０】
　縦連結テアライン部46は、正面板部31の側部の上縁部からこの正面板部31の上縁部に沿
って傾斜状に形成されている。すなわち、この縦連結テアライン部46は、側部テアライン
部41から延出テアライン部45に向けて、すなわち上方に向けて正面板部31（表板部25）の
両側方向（左右方向）の中央部側へと傾斜している。
【００３１】
　また、各扉予定部37は、通常時に折り畳んで収納されたエアバッグの膨出側を覆い、エ
アバッグの膨出時にはテアライン28から破断されて表板部25に扉部を構成する部分である
。各扉予定部37は、エアバッグを所望の展開特性で展開させることができれば任意の形状
とすることができるが、本実施の形態では、それぞれテアライン28により区画されて表板
部25の上部に１つ、下部の左右両側に１つずつ、それぞれ形成されている。
【００３２】
　そして、側部テアライン部41，41の上端部間、及び、側部テアライン部41，41の下端部
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と下部テアライン部44の両端部との間が、それぞれ扉部が正面側に展開する際の回動軸と
なるヒンジ部47，48，49となっている。すなわち、表板部25の外周部のテアライン28が形
成されていない部分が、展開した扉部を、非展開部である周板部26（図１）及び外郭部38
に連接するようになっている。
【００３３】
　図３（ａ）及び図３（ｂ）に示す表皮体22は、表板部25（図２）の表面側を覆って外観
や触感を向上するものである。この表皮体22は、例えば天然皮革、人工皮革、あるいは軟
質の樹脂などによりシート状に形成されている。また、表皮体22は、略円形状に形成され
ており、図２に示すテアライン28、すなわち側部テアライン部41，41、横連結テアライン
部42、下部連結テアライン部43、下部テアライン部44、延出テアライン部45、及び縦連結
テアライン部46をそれぞれ覆っている。また、図３（ａ）に示すように、表皮体22の中央
部には、穴部35（図２）と連通しエンブレム27（図１）が取り付けられる通孔51が開口さ
れている。そして、この表皮体22は、カバー本体21（図２）と対向する背面側に弱部52（
図３（ｂ））が形成されているとともに、縫製部53が形成されている。
【００３４】
　図３（ｂ）に示す弱部52は、表皮体22の背面側を溝状に凹設した薄肉部であり、表皮体
22の他の部分より脆弱で破断及び変形可能に形成されている。この弱部52は、図２に示す
テアライン28のうち、側部テアライン部41，41、横連結テアライン部42、下部連結テアラ
イン部43、下部テアライン部44及び延出テアライン部45と重なる位置に形成されている。
したがって、この弱部52は、側部テアライン部41，41（図２）と重なって両側部に形成さ
れた（一方の）縁部弱部としての両側の側部弱部55，55と、横連結テアライン部42（図２
）と重なって左右方向に形成された（第１の）連結弱部としての横連結弱部56と、下部連
結テアライン部43（図２）と重なって上下方向に形成された（第２の）連結弱部としての
下部連結弱部57と、下部テアライン部44（図２）と重なって左右方向に形成された（他方
の）縁部弱部としての下部弱部58と、延出テアライン部45，45（図２）と重なって両側部
に形成された延出弱部59，59とを備えている。したがって、側部弱部55，55及び下部弱部
58に対して、横連結弱部56及び下部連結弱部57が表皮体22の中央部側に位置し、収納状態
のエアバッグと重なる位置に配置されている。
【００３５】
　側部弱部55は、側部テアライン部41（図２）と略等しい形状、すなわち両側外方に膨出
する略円弧状に形成されている。
【００３６】
　横連結弱部56は、横連結テアライン部42（図２）と略等しい形状、すなわち側部弱部55
，55から両側方向の中央部に向かって直線状に延びる直線部56a，56aと、これら直線部56
a，56a間を連結しエンブレム27（図１）を下方に湾曲して迂回する迂回部56bとを有して
いる。直線部56a，56aは、それぞれ側部弱部55，55の上下方向の中央部と連結されており
、これら側部弱部55，55に対して交差する左右方向に延びている。したがって、弱部52は
、側部弱部55，55と横連結弱部56との交差部で屈曲（略直交）している。
【００３７】
　下部連結弱部57は、下部連結テアライン部43（図２）と略等しい形状、すなわち横連結
弱部56の迂回部56bから下方に向けて直線状に延出している。また、この下部連結弱部57
は、例えば側部弱部55の下端部よりも下方まで延出し、下部弱部58と連結されている。し
たがって、この下部連結弱部57は、横連結弱部56と下部弱部58とを連結している。このた
め、この下部連結弱部57は、横連結弱部56とともに、側部弱部55と下部弱部58とを連結し
ている。換言すれば、弱部52、下部連結弱部57と下部弱部58との交差部で屈曲（略直交）
している。
【００３８】
　下部弱部58は、下部テアライン部44（図２）と略等しい形状、すなわち下方に膨出する
略円弧状に形成されている。
【００３９】
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　延出弱部59は、延出テアライン部45（図２）と略等しい形状、すなわち上下方向に沿っ
て略直線状に形成されている。この延出弱部59は、縫製部53の上方に位置し、側部弱部55
に対して上方に離間されている。換言すれば、この延出弱部59と側部弱部55とは、縫製部
53を挟んで上下に位置している。
【００４０】
　縫製部53は、飾り縫い部（飾り縫製部）、あるいはステッチ部などとも呼び得るもので
、表皮体22に環状（円環状）に形成されている。そして、この縫製部53は、図２に示すテ
アライン28のうち、側部テアライン部41，41、横連結テアライン部42、下部連結テアライ
ン部43及び下部テアライン部44の外方を囲んで位置している。すなわち、この縫製部53は
、カバー本体21の表板部25の正面板部31の外縁部に沿って、この外縁部よりも内方に離間
された位置に形成されている。また、この縫製部53は、表皮体22を厚み方向に貫通する脆
弱部である複数の孔部と、これら孔部間に連続して通された縫い糸とにより構成されてい
る。そして、この縫製部53は、一部（上側の両側部）が側部テアライン部41，41と重なる
位置と延出テアライン部45，45と重なる位置との間を通っており、すなわちテアライン28
と交差するように配置されており、側部弱部55，55と延出弱部59，59とを連結するように
形成されている。すなわち、この縫製部53の一部は、テアライン28の縦連結テアライン部
46，46に対してエアバッグの突出方向である正面方向から見て所定距離、例えば５ｍｍ以
下の距離Ｄ（図４）に位置する弱部連結部53a，53aとなっており、本実施の形態では、こ
れら弱部連結部53a，53aは縦連結テアライン部46，46と略重なって配置されている。
【００４１】
　孔部は、表皮体22の周方向に互いに略等間隔に離間されて、図示しない工業用ミシンな
どの縫製装置の縫い針によってミシン目状に形成された針孔である。したがって、これら
孔部は、所定のラインに沿って形成されている。
【００４２】
　縫い糸は、隣接する孔部に通されて配置され、表皮体22の表面側に露出して意匠性を高
めるようになっている。
【００４３】
　弱部連結部53aは、それぞれミシン目状の孔部のラインとなっている。
【００４４】
　そして、カバー体20の製造の際には、表板部25及び周板部26を備えるカバー本体21を予
め合成樹脂により射出成形する。このとき、表皮体22は、予め弱部52及び縫製部53を形成
しておく。すなわち、表皮体22は、背面側に弱部52を薄肉加工するとともに、縫製部53を
縫製装置により形成する。このとき、弱部52の互いに離間されている側部弱部55，55と延
出弱部59，59との間を通って縫製部53を形成することにより、縫製部53を形成する際の弱
部52からの切れが防止される。そして、この表皮体22は、カバー本体21に対して一体的に
インサート成形してもよいし、別途成形したカバー本体21に後工程で貼り付けてもよい。
そして、表皮体22により表板部25を覆ったカバー体20に対して、別途成形したエンブレム
27を取り付ける。
【００４５】
　このカバー体20を備えたエアバッグ装置12をステアリングホイール10に備えた自動車が
衝突などすると、制御装置がインフレータを作動させ、エアバッグにガスを供給する。す
ると、エアバッグが急速に膨張展開し、この膨張展開する圧力が各扉予定部37を押し上げ
、テアライン28及び弱部52にエアバッグの膨張圧力が作用して、このテアライン28及び弱
部52に沿ってカバー体20の表板部25が表皮体22と一体的に破断し、扉部を形成する。
【００４６】
　ここで、テアライン28及び弱部52は、その中央部から周辺部へと破断が進行していく。
すなわち、テアライン28は、横連結テアライン部42の迂回部42bから直線部42a，42aへと
左右方向に破断が進行していくとともに、下部連結テアライン部43が横連結テアライン部
42の迂回部42bと連続する位置から下方に向かって破断が進行していく。同様に、弱部52
では、横連結弱部56の迂回部56bから直線部56aへと左右方向に破断が進行していくととも
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に、下部連結弱部57が横連結弱部56の迂回部56bと連続する位置から下方に向かって破断
が進行していく。
【００４７】
　この後、テアライン28は、直線部42a，42aの端部から側部テアライン部41，41が上下に
破断していき、縦連結テアライン部46，46を介して延出テアライン部45，45へと破断が進
行していくとともに、下部連結テアライン部43の下端部から下部テアライン部44が左右に
破断していく。一方、弱部52は、テアライン28での側部テアライン部41，41から縦連結テ
アライン部46，46及び延出テアライン部45，45への破断の進行に伴い、直線部56a，56aの
端部から側部弱部55，55が上下に破断していくが、この側部弱部55，55の上端部がそれぞ
れ縫製部53の弱部連結部53a，53aと連結されていることにより、この弱部連結部53a，53a
に沿って上方へと表皮体22の破断が進行する。そして、縫製部53の弱部連結部53a，53aの
上端部がそれぞれ延出弱部59，59と連結されていることにより、これら縫製部53の弱部連
結部53a，53aが破断した後、続いて弱部52の延出弱部59，59が上方に向かって破断してい
く。また、弱部52は、テアライン28での下部連結テアライン部43から下部テアライン部44
への破断の進行に伴い、下部連結弱部57の下端部から下部弱部58が左右に破断していく。
【００４８】
　この結果、扉部が形成され、この扉部が、ヒンジ部47，48，49を軸として回動してエア
バッグを膨出させる開口である突出口を形成し、この突出口からエアバッグが乗員の前方
に展開し、乗員を保護する。
【００４９】
　このように、本実施の形態によれば、カバー本体21の表板部25を覆う表皮体22の背面側
に弱部52を設けるとともに、縫製部53の少なくとも一部（弱部連結部53a）をテアライン2
8（縦連結テアライン部46）と重なる位置に沿って設けて弱部52（弱部52の端末部）と連
結することで、縫製部53の飾り縫いによって意匠性を向上しつつ、この縫製部53の形成時
に表皮体22が弱部52から切れることを防止して生産性を向上できる。
【００５０】
　特に、本実施の形態では、表皮体22の背面側の互いに離間された複数の位置に沿ってカ
バー本体21のテアライン28の一部と重なる弱部である側部弱部55及び延出弱部59を設ける
とともに、縫製部53の少なくとも一部（弱部連結部53a）がこれら側部弱部55及び延出弱
部59同士（側部弱部55及び延出弱部59の端末部同士）をテアライン28（縦連結テアライン
部46）と重なる位置に沿って連結することで、エアバッグの膨張展開時に、表皮体22が側
部弱部55から縫製部53の少なくとも一部（弱部連結部53a）を介して延出弱部59へと破断
することにより、設計狙い通り、側部弱部55、弱部連結部53a及び延出弱部59の位置に沿
って、表皮体22が所定形状に破断可能となり、所望の展開性能を得ることができる。
【００５１】
　具体的に、表皮体22の弱部52に、カバー本体21の各側部テアライン部41と重なる側部弱
部55と、カバー本体21の横連結テアライン部42と重なる横連結弱部56と、カバー本体21の
各延出テアライン部45と重なる延出弱部59とを形成し、側部弱部55と延出弱部59とを連結
する縫製部53の少なくとも一部である弱部連結部53aを、各側部テアライン部41と重なる
位置と各延出テアライン部45と重なる位置との間を通り、縦連結テアライン部46に対して
エアバッグの突出方向から見て所定距離以下の位置に沿わせることで、エアバッグの膨張
展開時に、カバー本体21が横連結テアライン部42から側部テアライン部41，41、縦連結テ
アライン部46，46及び延出テアライン部45，45へと破断するのに伴い、表皮体22が横連結
弱部56から側部弱部55，55、弱部連結部53a，53a及び延出弱部59，59へと破断することに
より、カバー体20を所定形状に確実に破断可能となる。
【００５２】
　特に、テアライン28の破断の起点となる位置、すなわちエアバッグの膨張展開圧力が直
接的に作用する横連結テアライン部42及び下部連結テアライン部43や、テアライン28が分
岐する位置、すなわち横連結テアライン部42と側部テアライン部41，41との連結位置及び
下部連結テアライン部43と下部テアライン部44との連結位置に重なる位置には、表皮体22
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に弱部52（横連結弱部56及び下部連結弱部57、横連結弱部56と側部弱部55，55との連結位
置及び下部連結弱部57と下部弱部58との連結位置）を形成することで、破断形状が設計狙
い通りの目標の所定形状となるようにし、慣性力で展開可能な縦連結テアライン部46に重
なる位置には、縫製部53のみを形成することで、この縫製部53による破断を可能とする。
【００５３】
　また、縫製部53の弱部連結部53a，53aを、エアバッグの突出方向から見て、テアライン
28（縦連結テアライン部46，46）と重なる位置に対して５ｍｍ以下の距離に配置すること
で、カバー本体21のテアライン28での破断に対応して表皮体22を側部弱部55，55から縫製
部53の弱部連結部53a，53aを介して延出弱部59，59へとより確実に破断させることができ
る。
【００５４】
　すなわち、表皮体に形成した弱部の一部に近接させて縫製部の一部を形成する場合には
、縫製部を形成する際に表皮体に切れが生じたり、表皮体に切れが生じなくても弱部の破
断時に弱部の位置で破断したり縫製部の位置で破断したりするなど、破断する位置が一定
しなかったりする場合が懸念されるのに対して、本実施の形態では、テアライン28の形状
に沿って形成する弱部52を、縫製部53と近接するテアライン28の位置には形成せず、すな
わち弱部52と縫製部53とを互いに近接する位置に沿って形成せず、弱部52と縫製部53との
形状を組み合わせてテアライン28の形状に対応させるので、縫製部53の形成時の表皮体22
の弱部52の位置での切れを防止できるとともに、表皮体22のいびつな形状での破断を防止
できる。しかも、テアライン28を避けて縫製部53をデザインしたり、縫製部53を避けてテ
アライン28を設定したりする必要がなく、縫製部53の位置の自由度が増し、多様なデザイ
ンに対応できる。
【００５５】
　さらに、表皮体22は、側部弱部55，55と延出弱部59，59との間の区間が弱部52の薄肉加
工を必要としない区間となるので、加工時間を短縮でき、生産性をより向上できる。
【００５６】
　なお、上記一実施の形態において、弱部52は、テアライン28の少なくとも一部と重なる
位置に沿って形成し、この弱部52と縫製部53の一部とを連結すれば、弱部52及び縫製部53
の形状は上記の実施の形態の形状に限定されない。すなわち、縫製部53は、弱部52の一部
同士を連結するものに限らず、単に弱部52の端末部と連結されるように形成することもで
きる。この場合には、弱部52をテアライン28と略同形状とすることにより、縫製部53がテ
アライン28及び弱部52の停止端（ストップエンド）として作用するので、カバー本体21及
び表皮体22をテアライン28及び弱部52に沿って所定形状に破断させつつ、表皮体22の弱部
52を設けていない位置では、縫製部53が弱部52の停止端として作用することでカバー本体
21及び表皮体22の必要以上の破断を抑制できる。
【００５７】
　また、表皮体22は、１枚に限らず、複数の表皮体を用いることもできる。この場合、縫
製部53は、例えば複数の表皮体同士を縫い合わせる縫製部として構成することもできる。
【００５８】
　さらに、カバー体20は、運転席用のエアバッグ装置だけでなく、例えばインストルメン
トパネル部に設置されて助手席の乗員の前方にエアバッグを展開する助手席用のエアバッ
グ装置、あるいは助手席の乗員に対向する縦壁面部と乗員の下肢部との間にエアバッグを
展開するニーエアバッグ装置などにも適用できる。
【産業上の利用可能性】
【００５９】
　本発明は、例えば運転席用のエアバッグ装置のカバー体として好適に用いることができ
る。
【符号の説明】
【００６０】
　12　　エアバッグ装置
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　20　　カバー体
　21　　カバー本体
　22　　表皮体
　25　　対向部としての表板部
　28　　テアライン
　41　　側部テアライン部
　42　　横連結テアライン部
　45　　延出テアライン部
　46　　縦連結テアライン部
　52　　弱部
　53　　縫製部
　55　　側部弱部
　56　　横連結弱部
　59　　延出弱部

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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